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知能夕学業成績との関係

上　　　田　　順　　　一

　　　　　　　　目　　　的

　1．近年，学校では各種のテストが可成り頻

繁におこなわれている。教育においてテストに

対する取扱いのいき過きは，本釆の教育評価の

精神からはおよそ逸脱して子どもたちを点取主

義，利已主義の持主にしたり，教育全般からみ

れば，教育の人間形成としての重要性を忘却さ

せたりする場合もある。また，教師の学力申心

の指導，父兄の成績申心の態度は子どものテス

ト成績に対する異常なまでの関心をさらに強め

ている面も決して少なくない。そのため，子ども

たちの間では激しい競争意識，独善主義が横行

し，子ども同志の好ましい人間関係を阻害して

いる場合もあるし，子どもの申には故思にテス

トを欠席したり（させられたり）する逃避的反

応を示すものもあるし，極端な場合は学校や家

庭のテスト成績に対する過剰意識にいたたまれ

なくなって家出したり，ノイローゼになったり

することもある。このような状況は明らかに子

どもの教育環境をゆがめ，子どもに一種の不安

状態を招いているものといわざるを得ない。果

してこのような状況下で了どもたちは充実した

幸福な学校生活を送っているといえるか。真の

教育効果を上げているといえるか。仮にかかる

不安状況によって教育効果，学習能率が低下し

ているとするならば，それこそ教育にとってゆ

ゆしき問題といわなければならない。ここにテ

スト状況に対する，あるいはテスト状況によっ

て引き起される不安一テスト不安（Test　An・

X1ety）の問題が教育現況の申から提出される

のも自然といえよう。

　2．教育効果（学習効果）は（1）子どものもつ

発達的・人格的要因，（2）子どもと教師の人間関

係的要因，（3）教師のもつ人格的1態度的要因，（4）

教材，指導方法などの教育媒体の要因の四者の

関係枠の申で決定されるものと考えられる。し

かるに，多くの実践的教育研究では教育媒体を

通じてのアプローチが主流をなし，他の人間的

側面からのアプローチにもとずく教育効果の議

論はいささか低調といわざるを得ない。効果あ

りとされる教育媒体（教材の性質。困難度等の

教育内容と指導形態・指導順序等の指導方法）

も子どもの人格的特質や教師の人格的態度的特

質，さらには日頃の子どもと教師の人間的関係

的特質をぬきにしてはおよそ無意味なものと考

えられる。教育媒体のもつ教育効果におよぽす

効果は，子ども，教師のもつ人間的特質に支え

られて検討されたときはじめて真の教育媒体と

なり得るものと思われる。

　3．筆者はさきに，テスト状況における検査

者の検査態度の影響をみたが，検査者のとる親

和的態度が子どものテスト成績をより生産的な

ものにすることを明らかにした。テスト材料，

教示方法を同じくして行なったこの結果は，テ

スト成績が如何に大きく人間的特質によって規

定されているかを物語るものであった。これが

単なるテスト場面から，日常性をもった，しか

も長期に亘る教育場面的状況下への移行は，さ

らに人間的特質の反映を強大なものとするにち

がいない。さらに検査者（指導者）の特質は子

どもの人間的特質によって変化することも確か

められたのであった。

　4．本研究は子どものもつ人間的特質として

テスト不安の問題をとりあげる。そうして，テ

スト不安が知能段階およぴ学業成績段階と如何

なる関係をもつかを明らかにしようとする。こ

のことは，さきにあげたテスト主義の教育に対

して反省資料を提供することにもなるであろう
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上　　田

し，次いで述べた教育効果（学習効果）のため

の人間的条件の不可欠性を強調することになる

であろう。

　従来おこなわれてきた諸研究を概観す処ば，

テスト不安得点に関しては，男子に比して女子

が高いとされ，テスト不安と知能および学業成

績との関係は，いずれも負の相関をもつことが

明らかにされてきた。また，テスト不安は学習

に関して妨害的効果をもつものとされた。そう

して，テスト不安は単にテスト状況におけるテ

スト成績に関与するに止まらず，学習経験その

ものをも規定するものとされている。今回の報

告は上にあげた目的のほかに，これらの諸研究

との関係において，日本人を対象とした場合の

資料を用意しようとするものである。

　　　　　　研　究　方　法

　被験者　従釆の研究対象が特定段階のものに

限られていたのに対し，本報告では発達的特質

をとらえるために被験者は広く小学生，申学生，

高校生および大学生から選ばれた、また，地域

的煩向をみるために都市部，田舎部の児童，生

徒がそれぞれとられたが，それらは都市部で小

学校3，申学校3，高校2，田舎部（農，農山

村および漁村）で小学校4，申学校3，高校1

であった。

　調査方法　調査はすべて郵送によりおこなわ

れたが，対象となった各学校，各担任教師の強

い協カ的態度のもとに進行した。調査は昭和39

年6月下旬から7月上旬に亘って実施された。

この時期は文部省学カテスト，学期末テストの

時期に当るので被験者のテストについての関心

を一応局めていた時期と予想される。新入生に

とっては入学後はじめてのテスト状況であろう

し，そこには他学年とはことなった情態が期待

される。また，申学，高校の3年は進学学年に

当るけれども，時期的にみて入試時期ほどの意

識の盛り上りはまだあらわれていなかったもの

と思われる。

　テスト不安の測定　Sarason，I　Gの「テス

ト不安尺度」　（Test　Anxiety　Sca1e）を筆者が

邦訳したものが用いられ，学級担任教師によっ

順　　一

て学級毎に集団的に実施された。

　　　　　　テスト不案尺度項目

　1　わたしは，だいじなしけんをうけているとき，

　　よくあせをかきます。一

　2　わたしは，きゅうにしけんをされると，ひどく

　　あわててしまいます。

　3　わたしは，テストをうけているとき，わるいて

　　んだったらどうしようかと気になってたまりませ

　　ん。

　4　わたしは，しけんがすんでも，しけんのことが

　　気になって皇ごはんがおいしくありません。

　5　わたしは，テストをうけているとき，ほかの人

　　がじぶんよりもよくやっているようにおもいま

　　す。

　6　わたしは，ちのうテストやがっきまつしけんの

　　ときは，かたくなります。．

　7　わたしは，ちのうテストをうけるまえは，ひど

　　く気になります。

　8　わたしは，しけんのときは，しけんもんだいと

　　はほかのことをかんがえているようです。

　9　わたしは，しけんのとき，あがってしまってわ

　　かっていることでもうまくかけないことがありま

　　す。

　10　わたしは，ちのうテストのまえは，じしんがで

　　てきてたのしくなります。

　11わたしは，テストのあとは，いつもいやな気も

　　ちになります。

　12　わたしは，がっきまつしけんのまえは，しけん

　　のことが気になってたまりません。

　13　わたしは，テストのとき，てんのことは気にな

　　りません。

　14　わたしは，まえのテストではよいてんをとって

　　いても，つぎのテストにはじしんがもてません。

　15　わたしは，テストのあとで，じっさいよりよく

　　できたとおもいます。

　16　わたしは，テストのときは，むねがどきどきし

　　ます。

　この尺度は16項目から成り，集団的に各項目

に○あるいは×を記入させる。採点は不安項目

（10，13を除く他の項目）に○，非不安項目（

10，13）にxをつけたときに各1点を与え，そ

の得点の合計が個人のテスト不安得点となるも

のである。したがって各個人のテスト不安得点

は0－16の間に分布することになる。

　知能の資料　対象校において比較的最近実施

された知能テスト結果の提供をうけ，これを知

能の資料とした。この資料は各学校の独自の判
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断にもとずいて収集されたものであったため

に，テストの種類・形式・結果の表示方法（

IQ．SS等）がまちまちであり，これらを一律に

取扱うことは非常に困難であった。そこで，ま

ずテスト結果を7段階に区分してみたが，被験

者数の関係からさらに段階区分を縮少して，「

上」　（「申の上」「上」「最上」を含む），「

申」　（「申」のみ）および「下」　（「申の下」

「下」「最下」）の3段階に組替えることにし

た。．その際，高校生の知能分布は小学生，申

学生に比して．明らかに上位に偏していたので，

「上」と「申」の2段階に区分するほかなかっ

た。これは，テスト不安と知能段階の関係を検

討する際，小・申学生の場合とことなる結果を

招く原因になるかも知れない。

　学業成績の資料　担任教師によって提供され

た学業成績段階が用いられた。学業成績段階の

評定は各学級の上位約25％を「上」，下位約25

％を「下」とし，残り約50％を「申」としてお

こなわれたものである。したがってこの成績段

階は学級内での相対的段階の域を出ないものと

いえるので標準学カテストによる評価方式のよ

うに，全被験者を一律に評価したものとはいい

がたい。また，特定教科についての評価でなく

全教科を綜合したものであることもここで用い

　　　　　　　　　Tab1e1被験者

た資料の特徴といえよう。しかしながら，知能

の場合と同様に，学業成績についてもその段階

別の分布は各学級を通じて概ね等しいcとくに

小。申学校では）と予想されるので，ここで用

いた「上」「申」「下」の段階区分は学業成績

の段階を示すのに十分であると考えた。

　統計的処理　（1）テスト不安得点の分布は①学

年別，②性別，③地域別にそれぞれ比較され

た。（2）テスト不安と知能の関係は①テスト不安

の高・低と知能段階の上・下の関連，②知能段

階別（上1下）のテスト不安得点の比較の二点

についておこなわれた。（3）テスト不安と学業成

績については，①テスト不安の高1低と学業成

績段階の上1下の関連および③学年成績段階別

のテスト不安得点が比較がおこなわれた。さら

に，（4）知能1学業段階とテスト不安の関係をみ

るために，①知能段階と学業成績段階との関連

と，②知能・学業成績段階の組合せによる類型

別のテスト不安得点の比較がなされた。（1）につ

いても，また（2），（3）についても学年，性による

差異が検討された。

　　　　　　結果と討議

　1　テスト不安得点の分布　　テスト不安の

測定の被験者はTab1e1の通りであった。

学　　　　　　年

小
学
校

申
学
校

高

校

大
学

2
4
6
計

1
2
3
計

1
2
3
計

1
2
計

合　　　　計

全　　　　　体

186
213
214
613

141
141
133
415

76
95
73

244

17
33
50

1，322

女

185
189
203
577

121
127
142
390

77
64
79

220

34
42
76

1，263

計

　371
　402
　417
1，190

262
268
275
805

153
159
152
464

51
75

126

2，585

都　　　　　市

男

108
137
130
375

76
80
73

229

53
69
50
172

776

女

121
95
118
334

58
60
69
187

51
31
45

127

648

計

229
232
248
709

134
140
142
416

104
100
95

299

1，424

田　　　　　舎

78
76
84

238

65
61
60
186

23
26
23
72

496

女

64
94
85

243

63
97
73

233

26
33
34
93

569

計

142
170
169
481

128
158
133
419

49
59
57

165

1，065
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上　　田 順　　一

　（1）学年別のテスト不安得点　テスト不安　　りながらも各集団を通じて小学校初期の段階と

は男女，地域によってことなるけれども，学年別　　高校の最終段階ではもっとも低いテスト不安を

にみると，小学校の時期か、ら中学1年にかけて　　示している。この現象は，小学校の初期段階で

急速に増大する、この申学1年を最大のピーク　　はテストに対する特殊な意識がまだはっきり形

として以後高校工年，大学1年に第二，第三の　　成されていないのに対して，高校最終段階で

ピークが現れている（Tab1e2）。こ■れらの学　　は，多くのテスト経験によってテスト不安を生

年はそれぞれの学校の初学年にあたるわけで，　　じにくいか，あるいは生じてもその処理が適切

新しい学校，新しい友人や教師との接触による　　におこなわれているか，そのいずれかによるた

動揺，競争、鼠識などに伴ってテスト不安がとく　　めと思われる。

に高まるのではなかろうか。この煩向を典型的　　　以上の諸傾向は平均得点にもとずいてなされ

に示す集団は都市の男子である。これに対して　　たものであったが，個人によって異なるのも事

特異な傾向を示すのは田舎の女子である。従っ　　実である。その点で項目別の個人の反応を分析

てテスト不安の学年的推移は，申学入学期まで　　し，テスト不安の質的変化を今後の問題として

は各集団によって類似した増大の傾向をたどる　　明らかにする必要があろう。Sarason，I．G．Iの

のに対して，それ以後の学年では男女，地域別　　尺度を用いてテスト不安の発達を検討した研究

の集団によってそれぞれ特徴的な推移をたどる　　はこれまでに行なわれていなかったので他の報

ものといえる。しかし，このような推移をたど　　告と比較することは不可能であった。

　　　　　　　　Tab1e2　テスト不安の平均得点と標準偏差値（学年別）

男 女

学　　　　年 D
・X　　　　SD ｝X　　　　　SD

ク

小 2 5，93　　　2．599 6．Oユ　　　2．586 一0．08
，学 4 6，76　　　2．889 7，38　　　3．083 一〇．62 ＜．b5

校 6 6，93　　　2．689 7，33　　　2．885 一〇．40
，

申 1 τ59　　　2．501 8，03　　　2．607 一0．44
一学 2 6，05　　　2．554 7，71　　　2．814 一1．66 ＜．001

校 3 6，27　　　2．521 7，89　　　2．556 一1．62 ＜．001

高 1 6，72　　　2．629 7，32　　　2．544 一0．60
．

2 6，29　　　2．730 8，00　　　2．844 一1．71 ＜．001

校 3 6，28　　　2．590 7，27　　　2．761 一1．01 く．05

大 1 7，24　　　3．118 8，45　　　2．244 一1．21 ＜．001

学 2 6，81　　　2．100 6，79　　　2．616 O．02 ’

　（2）男女別のテスト不安得点テスト不
安得点は各学年を通じて（大2を除く）　般に

女子において高いことがわかる（Tab1e2）。

とくに，申学生，高校生の男女差は注目されて

よい。本研究と同一の尺度を用いたSarason，L

G．の研究でも，アメリカの高校生，大学生を

対象とした場合，女子の高いことを報告してい

る。また，別のテスト不安尺度を用いたSaras－

on，S．B．の研究においても，アメリカの小学

生に同様の傾向のあること，英国児童でも女子

に高い傾向のあることが認められている。藤本

は本邦の小学生，申学生について同じ傾向を見

出している。従って女子のテス．ト不安が男子に

比して高いことはほぽ確実なことといえよう。

この事実はテスト不安の量的差異にとどまらず

さらに質的差異をも示すものかも知れないが，

この資料からはそれを明らかにすることはでき

ない。しかし，テスト不安がパーソナリティー

の重要な一つの要因をなしていることは妥当な

見方であると考えられる。

　（霊）地域別のテスト不安得点　さきにみたテ

スト不安得点の男女差は地域（都市，田舎）に

共通してやはり女子において高いが，都市，田

舎によって差の程度を異にしている。すなわ
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テスト不安の教育心理学的研究

ち，地域別の男女差は得点そのものでは各学隼　　差については都市の学年に多く現われた（T・一

を通じて田舎で高いようである。しかし，有、鼠　　b1e3）。

　　　　　　　　Tab1e3　テスト不安の平均得点と標準偏差（地域別）

学　　　　　年

小
学
校

申
学
校

高

校

2
4
6

1
2
3

1
2
3

学　　　　　年

小
学
校

申
学
校

同

校

2
4
6

1
2
3

1
2
3

都 市

文　　　　SD

6，09　　　　　　2．613

6，31　　　　　　2．741

6，48　　　　　　　2．757

7，58　　　　　　2．335

5，63　　　　　　2．399
5，78　　　　　　　　2．405

6，61　　　　　　2．615

5，74　　　　　　　　2．405

5，16　　　　　　　　2．221

女

叉　　　　SD

5，73　　　　　　　　2．198

6，86　　　　　　2．934

6，78　　　　　　2．910

7，88　　　　　　　　2．249

7．ユ9　　　　　　　　2．656

7，05　　　　　　　　2．343

6，74　　　　　　2．358

6，64　　　　　　　　2．040

6，73　　　　　　2．800

D

0．27
－0．55

－O．30

一0．30

－1．56

－1．27

一0．ユ4

－0．90

－1．57

声

＜．O01

＜．01

＜．001

＜．01

＜．05

＜．01

田 舎

文　　　　SD

5，71　　　　　　2．566

7，58　　　　　　2．957

7，27　　　　　　2．600

7，73　　　　　　2．543

6，55　　　　　　2．639
6，89　　　　　　　　2．517

7，26　　　　　　　　2．591

7，97　　　　　　2．941
6，78　　　　　　　　3．2ユ5

女

文　　　　SD

7．ユ6　　　　　　　　2．711

7，87　　　　　　　　3．226

8，04　　　　　　　2．716

8，15　　　　　　2．703

8，46　　　　　　2．363
8，68　　　　　　　　2．648

9，00　　　　　　　2．270

9，27　　　　　　　2．906

8．09’　　2．780

一1．45

－O．29

－0．77

一〇．42

－1．91

－1．79

一1．74

－1．30

一ユ．31

ρ

＜．01

＜．001

＜．001

＜．02

　つぎにテスト不安得点にあらわれた地域差の　　できる。すなわち，都市の子どもでは中学一年

大きな特徴は，各学年の男女を通じていずれも　　をピークとして以後漸次下降するのに対して，

都会の子どもに比べて田舎の子どもに高くあら　　田舎のこどもではやや異り，とくに女子におい

われてきていることである（Tab1e4）。また　　ては申学一年以後もさらに上昇する傾向がうか

都市と田舎の得点差は男子閻におけるよりも，　　がえる。（1）でみた全体としての学年的推移は地

女子間において一層著しいものがある。さら　　域を異にすることによって，その様相を別にす

に，Tab1e3からテスト不安の学年的推移の面　　るといわねばならない。

でも都市，田舎により異った傾向をみることが

　　　　　　　　Tab1e4　男子および女子の地域差（都市一田舎）

学　　　年
男 女

D ク D ク

小
学
校 2

4
6

0
．
3
8
－
1
．
2
7
－
0
．
7
9

1
＜
．
0
5
＜
．
0
5

一1．43－1．01－1．26

＜
．
O
0
1
く
．
0
5
＜
，
0
ユ

申
学
校 1

2
3

’0．15－0．92－1．11

一
＜
．
0
5
＜
．
0
2

一〇．27－1．27－1，63

・
＜
，
0
1
＜
．
O
0
1

高
校 1

2
3

一0．65－2．23－1．64 。τ。。　1’二1二護＜・02　1　－1・36
く
．
0
0
1
＜
．
0
0
1
＜
．
0
5
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　（盈）テスト不安得点分布の要約①学年別

の推移としては入学期（申1，高1，大1）にそ

れぞれテスト不安得点のピークがみられるが，

小学校低学年から急速に上昇したテスト不安得

点は多少の起伏を伴いながらも漸次下降するよ

うに思われる。②性別にみれば女子のテスト不

安得点が学年，地域を問わず共通して　般に高

いことがうかがわれた。この男女の得点差は都

市におけるより田舎において大きいことがわか

った。③地域別では田舎の子どもが学年，性別

ともに　般に高い得点を示すことがわかった。

　以上の結果から，テスト不安は性，地域の要

因によって発達的特質を異にするといえる。そ

の意味で女子・田舎の組合せによってテスト不

安は高まるものと考えられるが，この女子的な

もの，田舎的なものとは何か，またそれらが形

成される基盤としての個体的条件および社会的

文化的条件の検討は今後の課題として十分究明

される必要があると思われる。

　2　テスト不安と知能との関係

　Sarason，L　G．のテスト不安尺度を用いた従

来の研究では，高校生，大学生を対象とした場

合，テスト不安得点と知能検査成績とは有息に

負の相関をなすものとされ，さらに，この傾向

は女子において一層著しいものであるとされて

きた。これらの結果はいずれもアメリカにおい

て実施されたものであり，したがって同じ尺度

による日本での資料は皆無のように思われる。

Sarason，S．B．らは別のテスト不安尺度を用

いてではあるが，小学生についてやはり上と同

様の傾向について報告している。本邦では藤本

によってSarasOn，＄B、の尺度が検討され，小

学生，申学生を対象とし，テスト不安と知能の

関係をみたが，ここでも両者間に負の相関のあ

ることが認められた。以上の諸研究からみてテ

スト不安は知能と負の相関することが明らかで

ある。本研究ではSarason，1．G．の尺度による

日本の子どもの資料を得ること，および彼にみ

られなかった比較的年少のものの資料を補うこ

とを意図したわけである。

上にみられた結果は多くの場合，テスト不安

順　　一

得点と知能検査成績との関係は相関係数にもと

ずいて検討されたものであった。これに対して

われわれの研究では，得られた知能検査成績の

性質からみて従来の手続を用いることは許きれ

なかったので両者の関係を明らかにするために

は別の手続による必要があった。そのため第一

の手続はテスト不安，知能をそれぞれ段階的に

区分し，テスト不安の高・低と知能の上・下の

関連をみることとし，φ係数を算出し，X2検定

によって有、思性を確かめた。

　テスト不安の段階的区分は，さきにみたテス

ト不安測定の結果に明らかなように，その得点

分布は学年，男女によって差異があったので，

一律の高。低の区分得点を設定しておこなうわ

けにはいかなかった。そこで各学年，男女別に

区分得点をもうけたが，局不安群は各学年男女

別の得点分布の上位約25％のものを，下位約25

％のものを低不安群とした。その結果，各学年

男女の得点範囲は，高不安群では9－15の間に

，また低不安群では0－4の間にそれぞれおか

れ，高1低両不安群間にはそれそれ有意な差が

あった。

　テスト不安と知能の関係をみる第二の手続

は，知能上位群（I9108，SS55以上）と下位群

（1991，SS44以下）のもつテスト不安得点が

比較された（知能の段階区分については方法の

項参照）。

　（1）テスト不安の高・低と知能の上・下との

関係Tab1e5によれば，申学2年以下の段階で

は有思な関係をみることができるが，中学3年

以上の段階では老れを欠いでいる。小学2年に

おける有思な相関の欠除は，テスト不安の低さ

と関係しているように思われる。すなわちかれ

らの段階ではテストに対する特殊な意識がまだ

弱く，それがテスト成績を妨害するに至らない

ためであろう。小学4．6年および申学1年で

は女子にのみ有思な関係がみられたが，これは

従来の女子の結果と一致するようにみられる。

小学校および申学校の結果については，さきに

あげたSarason，S　Bおよび藤本の研究とほぼ

同じ傾向を示すものといえようが，本研究と同

じ尺度を用いたSa・ason，I．G．の高校生につい
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ての結果とは一致しない。われわれの結果から　　性にもとずくものである。すでに述べたよう

は有意な関係を見出すことができない。テスト　　に，高校生の知能分布は明らかに上位に偏して

不安と知能の関係が比較的年少の子ξもに亭ら　　おり，そのために，．「下」に属する被験者を得

れ，比較的年長の子どもにみられないのはなぜ　　ることが不可能で，「上」と「中」の段階しか

か。その理由については二つのことが予想され　　設けることができなかった。この点を考慮すれ

る。一つは個人内におけるテスト不安に対する　　ば，高校生の知能段階「上」と「中」の差は小

適応度あるいは処理（受容）能力に関するもの　　学生，申学生の「上」「下」の差ほど明確に識

である。個人のもつテスト不安の高低にも無関　　別される程度をもたなかったものといえよう。

係ではないが（女子では　般に高い），年令の　　これらの事情により高校生では有思な関係を見

発達に伴いテスト不安に対する適応能カ，受容　　出し得なかったものと思われる。第二の理由を

能力が増大するのではないか，しかも男子にお　　説明する資料は別に検討された小学生，申学生

いてその能力が早く現れるのではないかと思わ　　の「上」「申」の比較において十分明らかにき

れる。第二の理由は，高校生の知能分布の特異　　れたところである。

　　　　　　　　Tab1e5　テスト不安の高・低と知能の上・下の関係

学　　　　年

小

学

校

申

学

校

高

校

4

6

1

2

3

1

3

性　　　　1V

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
■女

ユ8

15

31
30

49
48

41
71

39
44

38
39

11
21

19
18

φ　　　　　　X2

．250　　　　　　　　　　ユ．ユ25

．218　　　　　　　　　　0．714

．344　　　　　　　　　　3，674

．523　　　　　　　　8．231

．ユ27　　　　　　　　　　0，799

．516　　　　　　　　　12．799

．199　　　　　　　　　　　1，623

．196　　　　　　　　　　2．741

．337　　　　　　　　　　4，429

．251　　　　　　　　　　2．783

．237　　　　　　　　　　2，139

．103　　　　　　　　　　0．418

．418　　　　　　　　　　1，924

．329　　　　　　　　　　2．227

．377　　　　　　　　　　　1，285

．316　　　　　　　　　　0．899

．155　　　　　　　　　　0，459

，250　　　　　　　　　　ユ．125

ク

＜．10

＜．02

＜．O01

＜．10

＜．05

＜．10

　（2）知能の上・下によるテスト不安得点　丁一

able6にみられるように，　般的傾向として

知能上位のものが低いテスト不安得点を示し，

逆に知能下位のものが高いテスト不安得点を示

している。この表では示されなかっ・たけれど

も，知能申位のもののテスト不安得点は，上位

群と下位群の申間に位置している。これらの結

果からみて，知能の上下とテスト不安の高低は

逆の相関をもつことが予想される。しかし，両

群間のテスト不安得点の有思差は（1）の場合の結

果とほぼ同じ範囲にとどまっている。つぎに両

群間の得点差を各学年の男子，女子別に比較し

てみると，申学1年までの段階では女子間の差

が大きいのに対して，申学2年以後では逆に男

子間の差が大きくなっている。この点からみれ

ば，従来の諸研究でいわれてきたテスト不安1

知能間の負の相関はとくに女子において高いと

いう現象は発達的観点から再検討されてもよい
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と思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　ることは困難といわざるを得ない。しかし，知

　　般的にみて，5％水準以下での有思差はこ　　能上位群に比して下位群のテスト不安得点の高

く一部の学年に限られ，（1）の結果を考慮に入れ　　いところからみて，両者は全く無関係であると

てもフテスト不安と知能の関係は；本研究でと　　はいえない。また，得られた両者の関係から，

られた処理手続のもとではそれ程強力なものと　　テスト不安は知能に対して促進的効果をもつも

はいい難いように思われる。したがってテスト　　のとはいえず，テスト不安の妨害的効果につい

不安の高低によって知能の上下を確実に予測す　　ては明確な結論が可能である。

　　　　　　　　Tab1e6　知能上・下別のテスト不安平均得点，標準偏差値

学　　年

小

学

校

申

学

校

高

校

2

4

6

1

2

1

2

3

性

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

知　　　能　　　上

N
18
16

29
ユ9

66
62

65
69

61
61

59
74

29
30

11
12

23
21

文　　SD

5，22　　　　　2．551

5，56　　　　2．398

6，96　　　　3．211

6，52　　　　　3．207

6，89　　　　　3．ユ30

6，75　　　　2．777

7，18　　　　2．346

5，49　　　　　2．517

7，24　　　　　2．500

7，41　　　　　2．999

5，69　　　　2．486

7，60　　　　3．110

6，03　　　　2．220

6．46　　　　　ユ．802

6，09　　　　1．976

6，16　　　　　2．034

6，13　　　　1．752

6，90　　　　3．347

知　　　能　　　下

N
13
15

43
32

27
37

33
27

21
20

24
15

7
9

6
1

22
18

文　　SD

5，84　　　　　1．838

7，26　　　　　2．638

8，37　　　　2．608

9，25　　　　　2．651

7，51　　　2．515
8，62　　　　2．375

7，45　　　　　1．878

6，62　　　　2．882

9，23　　　　　2．146

8，55　　　　3．041

6，79　　　　2．309

7．86　　　　　ユ．867

7，85　　　　　0．640

5，66　　　　　2．160

6，83　　　　1．344

9．OO　　　一

5，68　　　2．054
6，66　　　　　2．211

一0．62

－1．70

一1．41

－2．73

一〇．62

－1．87

一〇．27

－1．13

一1．99

－1．14

一1．10

－0．26

一1，82

0．80

一〇．74

－2．84

O．45
0．24

ρ

＜一0

＜．05

＜．01

＜τ01

＜一〇

＜．01

＜．05
＜．10

　3　テスト不安と学業成績との関係

　従来の研究では，アヂーブメント・テスト，

標準学カテストとテスト不安得点との間の相関

係数の検討から，テスト不安と学業成績とは知

能の場合と同じく有思な負の相関をもつ，すな

わち，低不安群は学業成績において優れ，高不

安群は劣ることが明らかにされてきた。そのよ

うな結果は知能に対する影響と同じく，テスト

不安は学業成績に対しても妨害的効果をもつも

のとみなされた。わが国における研究でも藤本

によって同様の傾向が認められている。しか

し，「般不安尺度」　（GAS）との関係で
は，テスト不安程の強い相関がないばかりか，

研究者によっては，むしろ一般不安の促進的効

果を強調している場合もある。ここでは　般不

安についてはふれないが，今後の一つの課題と

して有思義なものといえよう。

　本研究で用いられた学業成績に関する資料は

従来の研究のものと可成り意味を異にする点が

あるのでふれておきたい。従来のそれでは，特

定教科を対象にテストによって測定された得点

を用いているのに対して，本研究では全教科を

通じての綜合評価が用いられた。かりに教師の

おこなった綜合評価の段階が，子どものテスト

成績の積上げと全く無関係に評定されたもので

あるとすれば，従来の研究結果との比較も意味

をなさないことになろうし，教師の評価白体も

極めて暖昧なものとならざるを得ない。しかし

実際には，教師の評価がテスト結果だけに依存

一68一



テスト不安の教育心理学的研究

するものではないにしても，可成りの程度にお　　不安得点を比較するものであった。

いてテスト結果あるいはこれに類する成績にも　　　（1）テスト不安の高1低と学業成績の上・下

とずいていることも事実である。このことは，　　と関係　テスト不安の高1低の区分は知能との

申学，高校において一層強いものと思われる。　　関係をみるためにおこなった手続にしたがった

かかる実情からして，全教科の綜合評価の資料　　が，各李年男女の高不安群（9－15），および低

を用いることは，テスト不安との関係をみる上　　不安群（O－4）の得点範囲も同様の結果とな

で意味あるものと考えられる。個々の教科の性　　った。

質や困難度との関係は将来あらためて検討され　　　両者の関係はTab1e7に示す通りである。・2

るべきものである。　　　　　　　　　　　　　　検定の結果，両者間に有思な関係のみられたの

　教師の綜合評価は各学級毎に行なわれたが，　　は男子では小学2年，申学1年に，また女子で

学級内の上位約25％を「上」，下位約25％を「　　は小学4年，6年と高校1年についてであっ

下」，残りの申位約50％を「申」として段階区　　た。学業成績との関係でも知能の場合と同じく

分をした。テスト不安と学業成績との関係を明　　比較的年少の子どもに有息な関係がみられ，他

らかにする手続は知能との関係を求める際にと　　方，学年によって両者の関係に男女差があらわ

られた手続をそのまま用いた。すなわち，その　　れた。しかし全般的にみれぱ，従来の研究結果

第一は，テスト不安の高・低と学業成績の上・　　のように両者間にそれ程強い関係はみられなか

下との関連をφ係数によって求める方法であ　　ったといってよかろう。

り，第二は，学業成績の上・下によってテスト

　　　　　　　　　Tab1e7　テスト不安の高・低と学業成績上・下の関係

学　　　　年

小

学

校

申

学

校

1司

校

2

4

6

1

3

1

2

性

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

！V

35
26

31
39

32
34

24
40

34
30

34
28

12

8

6
11

8
11

φ　　　　　　X2

．458　　　　　　　　　　7，360

．316　　　　　　　　　　2．599

．163　　　　　　　　　　0，837

．537　　　　　　　　　11．262

．097　　　　　　　　　　0，304

．722　　　　　　　　　17．727

．420　　　　　　　　4，233

．027　　　　　　　　　　0．026

．227　　　　　　　　　　1，765

．O00　　　　　　0

．230　　　　　　　　　　1，803

．071　　　　　　　　　　0．143

．125　　　　　　　　　　0，183

．744　　　　　　　　4．799

．333　　　　　　　　　　0，111

．100　　　　　　　　　　0．121

．000　　　　　　0
．248　　　　　　　　　　0．680

ク

＜．01

＜．001

＜．O01

＜．05

＜．05

　（碧）学業成績の上・下によるテスト不安得点

Tab1e8は学年男女別の学業成績の上・下によ

るテスト不安得点を示したものである。これに

よれば，各学年男女を通じて，学業成績上のも

ののテスト不安得点が低く逆に学業成績下のも

ののテスト不安が高いことがわかる。しかし，

5％水準以下で両群間に有、思差のみられた学年

は，小学2年男女，4年女，6年女，高校1年
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上　　田 順　　一

女に過きない。これらの学年の多くは比較的年　　ようにそれ程強い関連をもつとはいい難い。し

少の小学校段階であること，および主として女　　かし両者の間に若干の程度において従来の研究

子グループについてのものであることが特徴的　　結果を支持するものであることは見逃すわけに

である。テスト不安と学業との関係は，（1），（2）　　はいかないであろう。

の処理方法のもとでは従来の諸研究にみられた

　　　　　　　　　Tab1e8　学業成績上・下別のテスト不安平均得点，標準偏差値

学　　年

小

学

校

申

学

校

高

校

2

4

6

1

2

3

1

2

3

性

男
女

男
女

男
女

男
女一

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

学　　　　業　　　　上

1V

31
26

35
43

40
37

34
25

32
30

39
31

14
ユ0

6
8

5
16

叉　　　SD

4，77　　　　2．547

5，84　　　3．101

6，17　　　　3．265

6，32　　　　3．389

6，87　　　　2．804

6，54　　　　2．656

7，05　　　2．425
8，16　　　2．332

5，62　　　　　2．642

7，23　　　2．940

5，69　　　　2．409

7，93　　　　3．016

6，37　　　2．259
5，40　　　　1．625

6，50　　　　　1．607

5，75　　　2．331

6，00　　　　　0．633

6，81　　　　3．329

学　　　業　　　下
1V一

30
21

52
23

35
42

30
23

37
34

33
38

16
11

18

3

X　　　　SD

6，33　　　1．923
7，57　　　2．362

6，98　　　2．872
8，95　　　　2．774

7，82　　　　2．039

8，11　　　2．752

8，06　　　　　2．096

8，56　　　　2．617

6，40　　　2．597
7，82　　　　　2．431

6，84　　　2．500
7，68　　　　　2．514

6，43　　　　3．181

7，63　　　　　2．471

5，80　　　　1．939

6，66　　　　2．560

5，83　　　　1．917

7．O0　　　　1．414

一1．56

－1．73

一0．81

－2．53

一0．95

・1．57

一1．01

－O．40

一〇．79

－0．59

一1，15

　0．25

一〇．06

－2．23

O．70
－0．81

0．17
－O．19

ク

＜．02
＜．05

＜．01

＜．05

＜．10

＜．10

＜．05

　4　知能1学業成績の類型とテスト不安との

関係

　これまでにおこなってきた2および3の検討

ではテスト不安を知能，学業成績をそれそれ別

個に取扱ってきた。ここでは，知能段階（上，

申，下）と学業成績段階（上，申，下）との組

合せによる知能・学業成績の類型によってテス

ト不安得点を吟味しようとする。

　（1）知能段階と学業成績段階との関係従

来これら両者の関係は常に正のしかも可成り高

い相関のあることが認められてきた。われわれ

の結果でも，知能（上，下）と学業成績（上，下）

との関係は，小学生，申学生では極めて高いも

のであることがわかった。　（Tab1e9）　しか

しタ高校生では両者関係は有思なものとはいえ

なかった。これは高校生の知能分布の特異性に

よるものと思われる。すなわち，高校生では知

能段階下に属するものがなく，従って学業成績

は知能上，中と関係づけられなければならなか

った事情によるものと思われる。

　（碧）　知能・学業成績の類型とテスト不安　こ

れまでの処理手続では，知能，学業成績ともに

上，下のいわば極端な段階をとりあげて比較を

試みてきた。しかし，知能1学業成績段階を類

型によって区分しようとすれば「申」のものを

取上げなければならなかった。事実，高校生で

は知能下のものを欠いでいるし，小学生，申学

生では知能上。学業下の類型，知能下。学業上

類の型に属するものはいなかったので，類型は

高校生で5類型，小学生，申学生では各7類型

を設定した。また，これまでの処理手続では，

学年段階に区分してその間の事情を明らかにし

てきたが、知能1学業成績の類型を各学年毎に

得ることは被験者の数からして到底不可能であ
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Tab1e9 知能の上・下と学業成績の上・下の関係

学　　　　年

小

学

校

申

学

校

高

校

2

4

6

1

2

3

1

2

3

性

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

1V

23
18

44
28

56
55

53
39

46
40

42
50

22
15

6
9

22
15

φ　　　　　　X2

1．000　　　　　　　　　23，000

．795　　　　　　　　　14．315

．904　　　　　　　　　35，957

．661　　　　　　　　　12．252

．762　　　　　　　　　32，541

．832　　　　　　　　　38．118

．715　　　　　　　　　31，874

．645　　　　　　　　　16，250

．721　　　　　　　　　23，952

．788　　　　　　　　　24．850

．950　　　　　　　　　37，928

．703　　　　　　　　　24．738

．087　　　　　　　　　　0，167

．018　　　　　　　　　　0．005

．250　　　　　　　　　　0，395

．500　　　　　　　　2．250

．087　　　　　　　　　　0，167

．480　　　　　　　　3．461

ク

＜．O01

く．001

＜．O01

＜．00ユ

＜．001

＜．O01

＜．001

＜．001

＜．001

＜．O01

＜．O01

＜．001

＜．10

ったので，処理は学校種別毎におこなわれた。

　Tab1e10は知能1学業成績類型のテスト不安

得点とその順位を示す。小学生，申学生，高校

生を通じてもっともテスト不安の低いグループ

は，知能，学業ともに上（上⑧上）のものであ

る。逆にもっともテスト不安の高いグルーフOは

知能，学業ともに下（高校では申・下）に属す

るもののようであるが，・小学校男子では下・

申，申学校男子では申・下クループが最高得点

を示している。それにしてもこれらのグループ

の下・下の得点順は何れも第2位になっている

ので，段階類型の下位のものは　般にテスト不

安が高いことがうかがわれる。上・上，下・下

のテスト不安が最低，最高を示すであろうこと

は，さきにみた知能別およぴ学業成績別テスト

不安得点の比較からも容易に予想し得たところ

であった。最高不安グループが高校生は別とし

て，小学生，申学生で男女差を示したが，小学

校男子の下。申，申学校男子の申1上はいずれ

も，知能段階を上まわる学業段階をもつもので

ある。この傾向は，小学生，申学生の女子の第

2順位についてもいえるところである。上。上

グループにおいてテスト不安は最低を示し，下

1下グループにおいて最高を示すことの他に，

知能と学業成績のアンハランスにもとずくテス

ト不安の高低の聞題は今後の課題として重要な

ものと考えられる。知能1学業成績類型による

テスト不安得点の変化は上にみてきたところで

るあが，テスト不安得点の順位相関は小学校男

1女間で902（＜01），中学校男因女間で965

（＜01），高校男1女間では700という高いも

のであったのに対し，異なる学校間では非常に

低い相関しか得られなかったので，上にのべた

知能1学業成績のアンハランスとテスト不安の

関係は，学校段階によって異なるものと思われ

る。

　（＄）挙校種別からみた知能・学業成績類型別

とテスト不安　ここではTable1Oから計算され

た知能1学業成績類型によるテスト不安得点の

差を学校種別毎に検討する。これらはTab1e11

（小学校），12（申学校）および13（高校）に

示されている。

　知能1学業成績類型別のテスト不安得点を比

較してみると，小学校において類型間の有息差
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上　田　順　一

Tab1elO知能・学業戊績の類型別テスト不安得点

学業成績

知　能

小

学

校

申

学

校

高

校

女

女

女

上1上
上1申
59

6，25
3．192

7
47

6，10
2．603

7
78

6，00
2．501

7
63

7，52
2．778

7
12

5，83
2．374

5
17

5，76
2．288

5

25
6，44
2．624

5
33

7，00
3，274

㊨

20
7．05

．2，397
　］1。

20
8．80

，3．969

　2

9
6，88
1．105

3

9
7，44
3．402

2

申

上

41
6，82
2．853

4
41
7，51
2．647

4
96

6，34
2，492

㊧

107
7，59
2，611

儘

22
6，36
1．652

4
30

6，70
2．238

3

申

申

85
6，27
2．658

6
82

7，51
3．108

4
74

6，81
2，597

盈

76
7，92
2．421

4
19

6，94
1．637

2
15

6，13
2．985

4

申

下

26
8，61
2．371

1
27

8，25
3．122

2
28

6，78
2．582

5
13

7，84
3．695

5

下

申

26
6，96
2．345

3
25

8，20
2．497

3
37

6，89
2．788

3
31

8，25
2．412

3

9
7，44
1，707

五

5
7，80
1．600

1

下

下

52
7，21
2．552

2
39

9，02
2．536

1
45

6，93
2．515

2
36

9．00　．
1．855

1

注）　各欄に示す数字は上段から被験者数，平均得点，標準偏差値および得点順位である。

Tab1e11知能・学業成績の類型別テスト不安得点の差（小学校）

∵で　＼学業＼知能

上 上 申 申 申 下 下

上 申 上 申 下、 申 下

上 上
一〇．19 一〇．57 一〇．02 一2．36＜．001 一〇．71 一〇．96＜．10

上 申
一0．90 一0．38 0．17 一2．17＜．01 一0．52 一〇．77

中 上
一1．41＜．02 一〇．51 0．55 一0．21 一0．14 一〇．39

申 申
一1．41＜．01 一〇．51’

O
、＼　一〇．64

一2．34＜．001帖凹 　一〇．69一一　　　　　　　I　　　一 一0．94＜．02

’＼
一2．15＜，01 一1．25 一〇．74

㌔

申 下

1
．
7
5
＜
．
0
2

1
．
4
0
＜
．
0
5

下 申
一2．10＜．01 一1．20 一〇．69 一〇．69 0．05 一0．25

下 下
一2．92く．O01 一2．02く．01 一1．51＜．02 一1．51＜．02 一0．77 一0．42

男

子

女 子
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がもっとも多く，ついで申学校，高校の順にな

っている。この点からみて，知能，学業成績に

対するテスト不安の影響は比較的年少のものに

強くあらわれるものと思われる。また，小学校

申学校，高校を通じてテスト不安得点の有思差

は，いずれも上。上と下・下（高校では申1下

）との間にみられ，他の類型間の有思差もこの

上・上あるいは下・下との比較においてあらわ

れている。従って，上。上および下・下類型を

除く他の類型間でのテスト不安得点の差は般

に少ないことがわかる。

この点に関して特異なのは，小学校男子の下

1申，申学校男子と女子の申1上にみられる高

い不安傾向である。このことはすでにさきにみ

たT・b1e10の類型別得点順位の上からもみたと・

ころであるが，知能段階を上まわった学業成就

に対する無理がテスト不安を増大させているの

ではないかと思われる。

Table12知能・学業成績の類型別テスト不安得点の差（申学校）

上

申

申

申

下

下

上

申

上

申

下

申

下

上

上

一0．28

一〇．07

一〇．40

一〇．32

一〇．73

一1．48

＜．01

上

申

一1．05

＜．10

1．21
＜．ユ0

0．88

0．96

O．55

一0．20

申

1上
一〇．34

O．71

一0．33

一1．25

一〇．66

一1．41

＜．01

申

申

一〇．81

＜．05

O．24

一0．47

O．08

一〇．33

一1．08

＜．05

申

下

一〇．78

O．27

一〇144

O．03

一〇．41

一1．16

下

申

一0．89

＜．10・

O．16

一〇．54

一〇．08

一〇．11

一〇．75

下

一0．93

く．05

O．12

一0．59

一0．ユ2

一〇・1，5

一0．04

男

子

女 子

Tab1e13知能。学業成績の類型別テスト不安得点の差（高校）

上 上 申 申 下

上 申 上 申 申

上 上
’0．88 一0．36 一〇．94 一1．44＜．10

上 申
一1．68 O．52 一0．06 一0．56

申 上
一0．94 0．74

＼　　＼ 一〇．58 一1．08

＼
一〇．37 1．31 0．57 ＼申 申 ＼＼

、

一〇．50
＼

＼
下 申

一2．04＜．10 一0．36 一1．10＜．05 一1．67’

子

女 子
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　　　　　　　要　　　　約

　本研究は教育の現状と教育効果における人間

的（人格的）条件の必要性にもとずき，小学

生，申学生，高校生および大学生を対象に，三

つの目的をもっておこなわれた。

　第一の目的は，Sarason，L　G．の「テスト不

安尺度」を日本の子どもに適用し，学年，性，

地域によるテスト不安得点の分布を明らかにす

ることであった。その結果，テスト不安得点は

これら学年，性，地域によって異なるものであ

ることがわかった。また，この結果から本尺度

は日本の子どものテスト不安を測定するのに妥

当性を十分もつものとなった。　般にテスト不

安は小学生では学年を追って急速に増大し，申

学1隼を最高に高校1年，大学1年にそれぞれ

ピークを示すことがわかった。しかし，これら

の傾向は，性，地域によって幾分異なるもので

あった。すなわち，各学隼を通じて女子の得点

は男子のそれよりも高く，また，この男女差は

都市部におけるよりも田舎部において大きかっ

た。地域別にみれば都市部に比し田舎部の子ど

もの得点が高くあらわれた。以上の結果から，

テスト不安得点は子どもの学年段階によって増

減がみられるが，これは子どもの性，地域性に

よっても大きく規定されていることがわかっ

た。このことはテスト不安が人格を構成する主

要な因子の一つであることを暗示するものであ

った。今後の課題としてテスト不安の量的分析

とともに質的分析の必要が述べられた。

　第二，第三の目的は，テスト不安が知能およ

び学業成績とどの程度の関連性をもつかを明ら

かにすることであった。本研究で用いられた知

能，学業成績は従来の諸研究のそれらとはやや

異なるものではあったが，テスト不安の高・低

は知能の上・下および学業成績上・下と可成り

強い関連をもつことが見出された。すなわち，

高いテスト不安は知能に対しても，また学業成

績に対しても成績を低下させる影饗（妨害的効

果）を与えていることが明らかにされた。テス

ト不安の妨害的効果は，知能・学業成績類型に

よっても確かめられたが，類型上・上でテスト

順　　一

不安がもっとも低く，下1下でもっとも高いこ

とがわかった。また，知能段階を上まわる学業

成績段階（下1申，中1上）をもつ類型でも高い

テスト不安を示した。しかしながら，．本研究の

結果を綜合した場合Sarason，L　G．らの一連の

研究にみられた高校生などの比較的年長の対象

者では有思なものではなかったし，テスト不安

のもつ妨害的効果は女子について特に強いとす

る立場も十分肯定されたわけではなかった。

　テスト不安がテスト状況においてのみ働く不

安であるかどうか，学習遇程を通じても働くの

ではないか，という間題は本研究の目的ではな

かったけれども，用いられた学業成績が，テス

ト状況で得られた評価（得点）を含んでいると

してもそれだけに止まらず綜合的評価，すなわ

ち学習遇程の段階での評価を同時に含んでいる

ものとみなすならば，広い意味での学習効果を

規定するものとしてテスト不安を考えることも

可能であろう。

　本研究を通じて，テスト不安は子どもの発達

段階によって影響に強弱はあるとしても，知能

および学業成績に対して妨害的効果をもつもの

であることはほぼ明らかにされたといえよう。
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